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18世紀後期から19世紀における英国の不純物混和文化史序説(3 ) 
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前号の続きである。主に19世紀前半を扱っている。近代の純正食品運動の始まりを画することになる、アークムの『食

品の不純物混和と厨房の毒』、及び挿絵付きの「ロンドンの諸改良jを中心に、 r18世紀ロンドンの風習の逸話集』、『フィ

ロソフイカル・マガジン』、『死神の所業』等を取りあげ、 19世紀に入ってますます拡大していく不純物混和とその問題を

取りあげる媒体の多様性の一端をあきらかにした。
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3. 18世紀後期から 1820年までの時期

(4) W18世紀ロンドンの風習の逸話集』

19世紀に入って早々に、 18世紀のロンドン事情を記し

た n8世紀ロンドンの風習の逸話集.1 (1st ed.， 1808; 

2nd ed.， 1810) と題された本が出版されている。その逸

話集の中で言及されているのは、パンと酒類の不純物混

和である O

パンに関しては、「ロンドンの悪党たちによって実行

されている最も悪質な詐欺の一つが、パンの不純物混和

であるjと強く非難されている:I利潤を増やす、この
嫌悪すべきやり方によって暮らし向きの向上をはかる卑

劣漢は、あの有名なイタリアのトファーナ (Tophana)1 

と全く同様の邪悪な暗殺者である。人間の形をしたかの

悪鬼は、彼女の犠牲者たちを徐々に毒殺して彼女の使用

者たちの悪意を満足させたのであった。だが、まわりの

遅い毒をこね鉢の中に投げ込むパン屋はもっと悪い。な

ぜなら、パン屋は彼に味方する者たち、すなわち、彼の

消費者たち、の身体組織を損なうからである」

(Malcolm， vol. 1， 174-75) 0 

この逸話集の著者はさらに続けて、 1757-1758年のパ

ンの不純物混和問題を引き起こす口火となった匿名の小

冊子『暴かれた毒、あるいは恐ろしい真実.1 (1757) か

ら、パンの不純物混和に関する箇所を引用しながら、

「石灰、チョーク、明饗等々jが混ざったパンは「たい

ていの病気の原因となる、さまざまな閉塞症」を引き起

こすとして、「そのように悪用されたパン」がもたらす

「有害な結果」を再説している (Malcolm，vol.l， 175・76)。

すでに指摘したように、『暴かれた毒、あるいは恐ろし

い真実』で非難されているパンの不純物混和に関しては、
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明磐に関する記述を除いて、当時からその非難の妥当性

はコリンズやジャクソンによって問題視されていた。 2

にもかかわらず、この逸話集に再度引用されているとこ

ろをみると、この小冊子は19世紀初頭においても依然と

して読者をひきつけていたようである O

酒類に関しては、建物の増加に伴うレンガの需要の増

加ゆえに起こっていたレンガの不純物混和に関連して、

『ロンドン・クロニクル.1(1764年6月2日号)から、ビー

ルやブランデ一、ワイン類の不純物混和に対する嘆きが

引用されている:Iわれわれは明馨入りのパン、糖蜜と
水で醸造されたスモールビール[弱いピール]、モルト

もホップも使用されていないポーターに、長い問、苦情

をのべてきた。今では、最良のラム酒やブランデーの半

分はウイスキー (maltspirits) に過ぎないということ、

及び、イングランドで飲まれるポートワインの量は、ア

リカンテ[甘口ワイン]等の混ぜ物のおかげで、毎年の輸

入量を二倍以上超過しているということを知らない者は

誰もいない。そしてこの頃では、消費者のことを一切思

いやることなく、買い占め、独占し、不純物混和された

商品の値をつり上げる者たちの無慈悲な悪事を、どの家

庭も嘆いているJ(Malcolm， vol. 2， 390)。
ここで引用されている記事は、 18世紀初頭の『タトラー』

(1711年2月9日号)や『スベクテイター.1(1712年4月

25日号)で行われたワインの不純物混和批判から18世紀

後期の『ハンフリー・クリンカー.1 (1771)における酒

類全般の不純物混和批判に至る中間の時期に発表された

ものと位置づけられる。これらの記事や記述を年代順に

追ってゆくとき、 18世紀における酒類の不純物混和の漸

次の広がりとそれに対する関心(すなわち苦情)の高ま
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りが見てとれよう O

(5) rフィロソフイカル・マガジン』
wr有毒な茶葉について」
19世紀に入ると雑誌に不純物混和に対する投書等が掲

載されるようになる。倒えば、『フィロソフイカル・マ

ガジン』第54巻第257号(1819年9月号)にはミスター・

ジェイムズ・ミラー (Mr.James Millar) なる人物が

「有毒な茶葉についてjと題する投書を寄せ、以下のよ

うに述べて、最近暴露された茶に関する悪質な詐欺的行

為 (fraud) の有害さを一般大衆に公表することを要望

している:

拝啓一一比較的最近のこと、模造の茶葉を加工す

る常設の製造所が大衆の注目をひいた。これらの加

工品を製造した一味は、その人工的に作られた茶を

販売した、多くの売り主たちもろとも、正義の手を

逃れることはなかったO リンボクと西洋サンザシの

葉が茶の模造品に仕立てあげられ、それらの模造品

が本物の茶として一般大衆によってこれまでも飲ま

れてきていたが、そうした詐欺的行為は、最近暴露

された本物の売り物にならない茶くずを茶に仕立て

上げる詐欺的行為と比べれば、比較的無害である O

というのもの、後者の場合、その商品は健康に絶対

的に有害なやり方で製造されていたからである。こ

の陳述の証拠として、以下の事実を貴兄の雑誌を通

じて大衆に知らせていただきたい。 (Millar219) 

ミラーが公表を望んだ、事実とは、ある一人の貧しい女

性(雑役婦)が購入した緑茶に関するものである。その

女性が一オンスの緑茶を購入し、その飲み物に、いつも

のように茶さじ一杯分の炭酸アンモニアを加えたところ、

「鮮やかな青色Jに変わった、という。驚いたその女性
はその茶を購入した乾物屋に苦情を述べたが、その乾物

屋は、有害な混ぜもののことを知らずに販売していたの

で、その疑わしい茶葉のサンプルを化学者のアークム

(Mr. Accum) のところに持って行き、分析してもらっ

た。すると、その茶葉には銅が含まれていることが判明

したのであった。「その有害な茶は、その外観がまった

く本物のビーチュン茶 (Hysontea) の葉にそっくりで

あったが、その葉を熱湯で煮出すとすぐに溶けて細かい

粉末になり、その部分だけがそのまま残り、その結果、

その植物[ビーチュン茶]の組織が認められたというこ

とがそのサンプルを調べた化学者によって指摘された。

そしてそのことから、この有害な商品の製造者はビーチュ

ン茶の茶くず(その茶くずの販売は多くの茶の仲買人た

ちの正規の仕事となっている)を使用し、そしておそら

く少量のゴム糊(粘紫剤)を使って、あらゆる点で本物
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のビーチュン茶の外観の特徴を備えた合成物を作り出し

たという見解が導き出されたJ(Millar 219) 0 ミラーは
「追伸」のなかで、「その茶を色付けするために使用され

た銅は炭酸塩の状態のものであり、緑青のようなもので

はないj、そして「緑青は茶葉に光沢を付与するという

詐欺的目的には全く適用できないものであるjというアー

クムの報告を伝えるとともに、最後に「申し上げるまで

もなく、銅を調剤されたものは全て劇薬でありますjと

念を押している (Millar219)。

1725年に茶の不純物混和を罰する法律が初めて制定さ

れて以来、繰り返し、その処罰規定が強化されていた

(1730-31年と 1766-67年の法律)が、 3 それらの法律は

あまり効果がなく、茶の不純物混和は依然として行われ

続け、悪質なものになっていった。 4rハンフリー・ク
リンカー』の中で、ブランプルはロンドンでは野菜の色

をよりよくするために半ペニー銅貨を入れて野菜を煮て、

ロンドン市民の命を危険にさらしているとして強く非難

していたが、その悪しき「改良J(Smollett 121)は、茶
葉にも適用されていたわけである。 5

(i i) r有毒な菓子j
このミラーの投書に続いて、同雑誌の翌月号(10月号)

にはジョージ・マイルズ (GeorgeMiles)が「有毒な菓

子jと題する投書を寄せている:

私は『フィロソフイカル・マガジン』の9月号の

中で、有毒な茶葉に関する記事を目にしました。そ

の記事を読むと、有毒な物質を砂糖ドロップに添加

するという大変非難すべき慣行を思い出します。し

ばらく前、とある菓子屋の家に住んで、いたとき、私

は緑色のしゃれた砂糖菓子がサップ・グリーンをブ

ランデーに溶かして色付けされているのに気づきま

した。さて、サッフ0 ・グリーンそのものはクロウメ

モドキの実の呆汁から調合されるものであり、疑い

なく無害な物質です。しかし、この色の製造者たち

は過去何年間もの問、様々な色を作り出してきまし

た。そのうちの幾っかは極端に鮮やかで、疑いなく

銅の調合剤を添加することによって可能となるもの

です。

これらの手段を用いて作られている砂糖菓子は銅

で汚染されている明白な痕跡を持っているのがわか

るでしょう。それゆえ、こうした菓子類を色付けす

るという慣行は禁止されなければなりません。しか

も、それらの菓子の庖主たちは、彼らによって使用

されている物質がもっ有害な特質に気づいていない

のですから。 (Miles317) 

銅を使用した色付けによる汚染は、野菜から茶葉や砂



18世紀後期から 19世紀における英国の不純物混和文化史序説 (3) 

糖菓子類にまで及んでいる O ピクルスも銅で着色されて

いることが当然予想されるところであるが、この点に関

しては、ミラーの投書のなかでも言及されていたアーク

ムが翌年の1820年に出版した本『食品の不純物混和と厨

房の毒.1 (A Treatise on Adulterations 0/ Food and 

CulinarアPoisons)の中で、ピクルスは緑色に見えるよ

うに銅で処理されていること、さらには、 偽の中国茶も

有毒な緑青や炭酸銅などで色づけされたサンザシの葉な

どから作られていることを暴露することになる (Accum

初版 306・09，229・31，238・42)。

3. 1820年から1850年までの時期

(1) アークムの 「食品の不純物混和と厨房の毒』

1770年頃から19世紀初頭の時期は近代的な化学の勃興

期にあたる O キャベンディッシュ (HenryCavendish， 

1731-1810)やシェーレ (KarlWilhelm Scheele， 1742-17 

86)、ブリーストリー (JosephPriestly， 1733・1804)、ラ

ヴォアジェ (Antonie-LaurentLavoisier， 1743-1794)等

が輩出し、 化学が急速に発展していくことになる。化学

の興隆は不純物混和を一層巧妙にすることにもなったが、

不純物混和の検出方法を発達させることにもなった。さ

らに書籍の出版や新聞雑誌の発達がこの傾向に拍車をか

けることになる O 知識や情報の伝達・獲得が一層容易に

なり、 巧妙な不純物混和のやり方が暴露されると、その

やり方も検出方法も広く伝えられ、不純物混和を行う側

にもそれを検出する側にもそれらの情報は益することに

なったからである。とはいえ、 19世紀前半は巧妙な不純

物混和が暴露されると、さらに巧妙なやり方が工夫され

るというように、どちらかと言えば、様々に不純物混和

を行う者を検出側が追っかけるという形であったが、世

紀後半になると検出側が不純物混和側に追いつき、追い

越すという形になり、 不純物混和の取り締まり規制の強

化等ともあいまって、 蔓延していた不純物混和が次第に

敗退していくことになる。

すでに見たように、18世紀には 「化学薬品の技師jや

パン医者と称される薬剤の知識を持った者たちが不純物

混和に加担し、その不正を見つけるためにはジャクソン

のような化学的知識と分析技術を持った専門家が必要と

なる時代になっていた I感覚器官法J(the 
‘organol巴ptic'approach)と称される、人間の五感 (目や

鼻や舌等)を使って食品の質を判断する、伝統的で常識

的なテスト法ではもはや太万打ちできない時代に突入し

ていたわけである (Wilson16) 0 19世紀に入り、摂政時

代 0811-20)を迎える頃には、英国では市民の間で化

学に対する関心が高まり、 化学の公開実演等に観衆が殺

到するようになるO ドイツ出身のアークムが 『食品の不

純物混和と厨房の毒』を発表した1820年頃、化学は流行

の頂点にあった (Wilson26)。アークムもたんに不純物
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混和に関する論文を発表するだけでなく、彼が化学教授

をしていたロンドンのサリー・インスティチュートでイヒ

学の公開実演も行い、人気を博していた (図1)0 彼は

いわばロンドン市民の「お気に入り 化学者jであった

(Browne 1142 ; Wilson 9)。

図 1.T.ローラン

以前).ロンドンのサリー・インスティチュー卜で聴衆を前

にして化学の講義をするアークム。左下端の老人のポケッ

トから「アークムの講義」と題された文書が顔をのぞかせ

ている。(Browne837) 

専門の分析化学者としてアークムが行った飲食;f3j-品の

分析の結果は、不純物混和の蔓延を疑問の余地なく 立証

するものであり、その事実を広く 国民に、とりわけ中産

階級の人々に知らせることになった。彼の著書の正式の

長いタ イトルは、 『食品の不純物混和と厨房の毒に関す

る論考。パン、ビール、ワイン、蒸留酒、茶、コーヒー、

クリーム、菓子類、酢、辛子、胡板、 チーズ、オ リーヴ

油、ピクルス等、家政で使用されている商品の詐欺的混

ぜ物、及びそれらの検出方法を提示。』というものであ

る。この本が大いに物議をかもしたのは、様々な飲食料

品の化学的分析による不純物混和の蔓延の立証にその要

因が求められるだけではない。アークムがその不正行為

に従事した業者の 「リ ストJ(Accum初版 163・65，176-
78， 195-96， 206-09)を実名入りで公表し、手lj潤を求め

て不純物混和を行う商人たちの貧欲さ一 「利益を求める

熱烈な飽くなき渇望j を強く非難したからでもあった

(Accum初版 31)0

この本は刊行後一ヶ月以内に一千部を売り上げ、すぐ

に第2版が増補版という形で出版されている。初版の

「ノ ーサンパランド侯閣下への献辞」の日付は1820年 1

月19日である (Accum初版 ii)。第2版には 「初版の序

文jに続いて 「第2版の広告jと題された一文が付され

ており 、上述の初版の売れ行きのことや第2版でなされ

た増補事項、初版にょせられた賛辞や誹詩等のことが簡

単に述べられている。その 「広告jの日付は1820年4月

である (Accum 2版xj)。初版が出版されてからわずか

3ヶ月ほどで第2版が出版されていると見てよいであろ
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図2.r食品の不純物混和と厨房の毒』初版 (1820)の題扉.

う。さらに第3版が1821年、第4版が1822年に出版され、

何千部も売れ続けた (“Accum，Friedrich") 0 7 英国だけ

でなく、合衆国やヨーロッパの国々で版を重ね、近代の

純正食品運動の始まりを画することになったと評されて

いる (Browne1033)。
初版の題扉には、カーテンのように垂れ下がる布を背

景に、倒れている砂時計と火のとも った蝋燭、及びその

炎の周りを飛ぶ二匹の蛾と糸の垂れた糸の束らしきもの

の絵が付けられていた (図2)0 8 しかし、第 2版以降

ではその絵のデザインが、経惟子をまとった頭蓋骨を載

せた器に変更されている。その器にはモットーとして

「鍋には死 [の毒]が入っていますJ(There is death in 
the pot)という聖句 (列王紀略下 4.40)が書かれてい

るO その器の両側には、取っ手のようにそれぞれ一匹の

蛇が巻きっき、その尾をその器の下部でその聖句を取り

囲むように絡ませている O そして、その器の背景には墓

石らしきものが倒れている(図3)9。同様の頭蓋骨が

その本の表紙の図案にも見られる。その表紙の図案の中

央には一匹の蜘妹とその蜘妹の巣に捕らえられた一匹の

蝿が描かれ、その蜘妹の巣の周囲を二叉に分かれた舌を

チョロチョロと出しながら12匹の蛇がその尾を絡ませて

取り巻いている。その天辺にいわゆる偶綾マーク (十字

に交差した骨と頭蓋骨)が配され、そのマークの真下に

倒の聖句が記されている (図4; Darby 295)。題扉と表

紙に載せられている、この聖句と頭蓋骨の絵は、食品の

不純物混和がもたらす害悪を衝撃的に言い表し、図案化

したものとして、読者に強烈な印象を与えたにちがいな
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図3.r食品の不純物混和と厨房の毒』第2版 (1820)の題扉.

い。その本とその本の著者アークムには、「鍋の中の死」

(Death in th巴 Pot)というあだ名が付けられさえした

(Browne 1034 ; Jones 5)。そして、頭蓋骨 (死神の顔)

ないし骸骨 (死神)は、これ以後、不純物混和批判では

おなじみの図像となっていく O

アークムが暴露した不純物混和の一部を以下に列挙し

ておこう O ワインは鉛糖で甘みを付けられ、ビールには

表面の泡を増やすために線饗が添加されている O トネリ

コ、リンボク、ニレの葉が鋼板の上で巻かれ、色づけさ

れて偽物の茶が作られ、焼いたり焦がしたり煎ったりし

たエンドウ豆やインゲン豆等から「英国産のコーヒー」

が作られている。胡板には掃きょせた床の屑が混ざり 、

オリーブ油は芥子の実の油で薄められている O 酢には酸

味を増すために硫酸が加えられ、パンには白く見せかけ

るために明馨が使用され、カスタードは月桂樹の葉で有

毒なものになっている O ピクルスは銅で鮮やかな緑色に

され、同様に菓子類は銅や鉛で色付けされているO 菱形

ドロッフ。はパイプ白土から作られている等々。

第2版ではミルクやシナモン、アイシングラス、スペ

イン産甘草ジュース等の不純物温和が新たに追加され、

彼が分析した飲食料は全体で20種類以上に及ぶ。当時の

主要な飲食料品のほとんどにおいて多かれ少なかれ不純

物混和がなされていたことが暴露されたことになる O

アークムは1820年末に王立研究所の図書の頁を盗み取っ

た廉で告発され、その保釈中に彼は故国のドイツへ去っ

てしまう O 彼が英国を去った正確な日付はわからないが、

1820年12月23日から翌年の 4月までの聞のことである

(Cole 140) 0 アークムは不純物混和を犯した業者を実名

で公表したため、恨みを買い、脅迫を受けていた。この

事件には彼の暴露を快く思わないものたちの陰謀があっ
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図4.r食品の不純物混和と厨房の毒J第2版 (1820)の表
紙.(Browne 1029) 

たのではないかとも言われているが、 真相ははっきりし

ない (Burn倒的;Wilson 42) 0 いずれにせよ、『食品の

不純物混和と厨房の毒』を発表してからわずか一年ほど

でアークムは英国を去り、彼がその第2版の「広告jの

中で英国の不純物混和の悪行を暴露し続けるつもりであ

ると約束した仕事は、結局、果たされず、に終わってしまっ

た。彼が英国で本格的に着手した不純物混和に関する仕

事は頓挫したことになる O 本の頁を破り取ったというアー

クムのスキャンダルとその彼が姿を消したことにより、

不純物混和に対する英国民の興味・関心はかげっていく

が、彼及び彼の本の影響は完全に消失したわけではなかっ

た。

例えば、栄養学や経済学、化学の本や辞典に不純物混

和が取りあげられるようになっていった。ユーア

(Andrew Ure) の『化学辞典 (A Dictionmアザ

Chemistη， 1821)、パリス (J.A. Paris)の『食事に関す

る論考.1 (A Treat山 onDiet， 1826)、マカロック(J.R. 

McCul1ock)の『商業辞典.1 (A Dictionaη Practical， 

Theoretical， and Historical， 01 Commerce and Commercial 
Navigation， 1832)などである。ユーアの本では「パン」

の項目で、アークムの『食品の不純物混和と厨房の毒』

等を引用しながら、パンの不純物混和が説明されている

(“Bread") 0 パリスやマカロックの本では、パンやコー

ヒ一、エールとビール、ワイン等の不純物混和が解説さ

れている (Paris91・92，120 ; McCulloch 11・12，994， 1028， 

1119， 1122， 1123， 1124)010 

1822年に「パン・エール法jが時代遅れだとして廃止

されたが、 1830年頃に新たに「パン法J(Bread Act)が
制定され、小麦とパンの中に明磐を使用することを禁止

し、その違反者には20ポンド未満の罰金が科された。さ
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らに1836年の「パン法」は使用してよい材料のリストを

含み、それ以外のものの使用を全面的に禁止した。これ

らの法律の制定にも、アークムの本が少なからず影響を

与えたといって良いであろう Wilson107 ; Jones 9) 0 

1830年と1848年に新たに不純物混和に関する本が出版

されている O 前者は匿名の冊子 『暴露された死の不純物

混和とまわりの遅い毒による中毒、あるいは鍋と瓶の中

の病気と死.1 (Deadly Adulteration and Slow Poisoning 

Unmasked : or Disease and Death in the Pot and Bottle， 

1830)である。タイトルにアークムと彼の本のあだ名と

もなった、印象深い「鍋の中の死jという聖句を含み、

明らかにアークムの本の影響が見てとれる。しかし、匠

名の出版で、タイトル中に「死の不純物混和」や「まわ

りの遅い毒による中毒」という扇情的な語句を重ねて使

用しているところからも窺えるように、この冊子は「よ

り昔の伝統にのっとってセンセーショナルな暴露を目指

したもの」で、アークムの本に比べると信頼性に欠ける

(Burnett 90) 0 とはいえ、不純物混和に対する関心を復

活させ、なおも不正混和が工夫され続けていることを示

している点で重要なものといえる (Burnett90)。ジンの

中には濃硫酸と亜ヒ酸が、ビールの中には有毒なマチン

の実とアヘンが混ぜられ、パンには粉末の石膏と焼いた

骨と多量の砕かれたダーピシャー・ストーンが使用され

ていること等々が指摘されている (Burnett90-91)。こ

こにも 『正直及び不正直に作られたパンの性質.1(1757) 

以来おなじみの「焼いた骨J(骨灰)の神話が登場し、
この神話の根強さが窺えて興味深い。

後者の本はミッチェル(JohnMitchel1)の 『食品の偽造』

(A Treatise on Falsiflcations 01 Food， 1848)である O
ミッチェルは12年間不純物混和を研究してきた分析化学

者である O アークムと同様の専門家の著作として、その

本の信頼性は高い O

その本によれば、不純物混和はアークムの時代以来、

大いに増加し、今や恐るべき割合に達していることは疑

いないという O ミッチェルが検査したパンで、明警の入っ

ていないものはなかった。使用された明磐の量は通常4

ポンド塊のパンに100グレインの量であったが、時折明

磐の結晶がエンドウマメ一個分の大きさになった。ゆで

られたジャガイモがしばしばパンに使用されたが、時に

は炭酸マグネシウムと炭酸アンモニアが混ぜられた。小

麦粉のサンプルにはチョーク、ジャガイモの粉、パイプ

白土、火打ち石の粉末が混入し、小さなパンには明禁3

グレインとチョーク10グレインが混入していた。ポーター

には泡立たせるために硫酸鉄が加えられ、偽物茶が依然

として製造され、コーヒーには常にチコリ、煎った小麦、

紅土のような着色料、焼かれた馬の肝臓らしきものが混

じっていて、混じり物のないコーヒーを買うことは実際

不可能な状態であった (Burnett91-92)。
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(2) r死神の記録簿」
19世紀になると、写真が発明され、ジオラマやパノラ

マ等の光学機器を応用した視覚的娯楽施設が人気を博し、

挿絵入りの新聞雑誌や小説が登場してその発行部数を競

うようになった。19世紀は視覚文化の世紀であったといっ

てもよいであろう 。この世紀に入ると、不純物混和の文

献資料として、視覚的資料が目をひくようになってくるO

それまでは専ら言語的資料しか存在しなかったが、 19世

紀になると挿絵画家や風刺画家が不純物混和を主題とし

て取りあげるようになるのである O すでに見たように、

アークムの本の題扉や表紙の絵は、食品の不純物混和が

もたらす死を視覚的に巧みに図案化し、読者に強烈な印

象を与えるものとなっていた。ここでは、そうした興味

深い視覚的資料をいくつか見ていくことにする。

最初に取りあげるのは、画家・彫刻師のダグリー

(Richard Dagley， d. 1841)が描いた一頁大の図版「死

神の記録簿J(“Death's Register")である (図5)。この

図版は、ダグリーが自らデザインしてエッチングで彫刻

した24枚の図版とそれらの図版に寄せられた様々な作家

の文章が収められた作品集『死神の所業.1 (Death's 

Doings， 1826)の中の一枚である。まず図版があって、

その図版を例解する文章が寄せられたのであり、その逆

ではない。つまり、それらの図版は本来文章を例解する

ためのものではなく、図版に添えられた文章の方が、そ

の図版の一つの例解となっているのである O

「死神の記録簿」は明らかにアークムの本が一つのイ

ンスピレーションとなってできた風刺漫画であるO 中央

の、机の上で何やら記録をつけているらしい死神の商人

の背後の壁に、「アークムのリストjと大書された紙が

貼られていている O 残念ながらそのリストに何が書かれ

ているかは判読できない。スティーブ (EametWalter 

Stieb)はこのリストをアークムの本の中の混ぜ物のリ

ストを示唆していると解しているが、アークムが本の中

で実名入りで公表した、ロンドンで、不正を行った業者の

「リスト」と解することもできょう 。つまり、この死神

が商う商品のリストではなく、彼の取引先のリストかも

しれない。もっともこの図版に寄せられた韻文では、こ

の死神は地方の商人で、ロンドンの取引庖から商品を取

り寄せている O そうであれば、彼が商う混ぜ物のリスト

と解するのが妥当であろう O いずれにせよ、飲食品に有

毒な混ぜ物をする商人たちは、まさにこの図版に描かれ

ているような、人間に死を持たらす死神に他ならない。

図版中には、この死神が扱っている混ぜ物として、向

かつて右端から、小麦粉に混ぜられる「焼き石膏と焼い

た骨jの袋、「アルコール溶液 薬剤用アルコール」と

表示された細首の大瓶、ビールやエールに混ぜる「コク

ルス・インディクスJ(有毒なツヅラフジの果実)の樽、
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図5. R.夕、グリ一、「死神の記録簿J.

ワインに添加される「サル・サターンJ(鉛糖)の龍、
が描き込まれている。興味深いことに、この図版にも

「焼いた骨J(骨灰)の神話が登場している O また、前景
右端のショベルの上の 「コロンビア」の銘刻は、合衆国

の擬人化であるコロンピアへのアリュージョンとして、

標準以下の規格外れのものは合衆国へ送られる慣行をほ

のめかしているらしい (Stieb96; r ColumbiaJ)。
前景左端のボードには「殺害は謀殺罪にはならない」

(Kil1ing no Murder)というモットーが見える O このモッ

トーは、 1657年にオランダで出版され、英国へ送られて

きたパンフレットのタイトルに由来するO そのパンフレツ

トには、護民官オリヴァー・クロムウ ェル (Oliver

Cromwel1， 1599-1658)を恐ろしい専制者だとしてその

暗殺を呼びかけ、そのような殺害は愛国的功績だと擁護

する内容が書かれていた O ウィリアム・アレン

(Wi11iam Al1en)の作とされているが、本当の作者はク

ロムウェル軍の騎兵で、 王党派に転向したセクスピ一大

佐 (EdwardSexby， d. 1658)である O 実際セクスビー

は1657年にクロムウェルの殺害を企てたが失敗に終わっ

た (“Kil1ingno murder円;マルクス「注解J2)。後に、

マルクス (Kar1Marx， 1818・83)が『資本論.1 (1867)に

おいて、工場法に反対する工場主たちに関する一節の中

でこのタイトル/モットーを再び引用し、利潤を求める

工場主たちを非難することになる (マルクス 113)0 こ

の図版においては、このモットーは不純物混和に対する

痛烈な風刺となっている。つまり、その不正がもたらす、

徐々に体を蝕む、まわりの遅い毒による殺害は謀殺罪に

はならないとして、その不正を犯す死の商人たちの貧欲

さと非情さが鋭く批判されているのである O このモットー

は、悪事を行う商人に対する批判にとどまらず、さらに

は、そのような不正を十分に取り締まらず、国民の命が
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脅かされるままにしている政府への批判にまで及んで、い

るのであろうか?図版中にも、添えられた韻丈にも、

そのような政府への批判を明白に示唆するものは読み取

れないように思われる。

最後に、この図版の一つの例解として添えられている

韻丈「死神(ー商人)、彼のロンドンの取引先宛」を掲

げておこう O 作者はフォーブズ(W.J. Forbes)である。

この韻丈には、コクルスやカッシアや緑饗のエキス、緑

青、ブラジル木、酒石酸塩、鉛丹等々、図版中に明示さ

れていた物を遥かにしのぐ、多種多様な混ぜ、物が列挙さ

れている。

死神(一商人)、

彼のロンドンの取引先宛

1826年9月1日

郵便にて、貴兄の最新の送り状と手紙を受け取りま

した。

貴兄の積送品ほど申し分ないものはありません。

(小麦用の)焼いた骨は私が望んでいたものを造

かに上回るものでした。

そしてコクルス・インディクスのピールは極めて

美味でした。

ところで、ついに我々があの長生きしている怪物、

あわれな人聞を滅ぼす

計画を思いついたのを嬉しく思います。

長首の緑のボトルで 私は君主を片付けましょう O

そしてベリゴールド風パテで、公爵を O

しかしあわれな貧乏人はやっかいです。

というのも 奴らは私が奴らの顔をじっと見つめ

てもどうしても死なないのですから。

しかし、貴兄のおかげで、時勢が急速に変わり、

貧乏人たちは絞首刑にならずともやっかい払いさ

れるでしょう。

エールとピールを飲む者たちに対しては 貴兄の

コクルス、カッシアおよび緑饗のエキスほど適し

たものはありません

この地では それらを飲んで病気になる何百という

者たちからエールと呼ばれ、

それらを飲んだために墓まで連れて行かれる多くの

者たちからピールと呼ばれています。

奴らが茶に避難しでも無駄でしょう一一

その煎じ汁はとりわけ私が目を掛けているものなの

ですから O

リンボクの葉が茶になり一一緑青がその色つやを付

け一一
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その回りの遅い毒によって きっと墓場行きになり

ます。

コーヒーに関して言えば、その言葉が意味するのは

砂と挨と砂利と焼いたエンドウ豆とインゲン豆以外

の何物でもないということをフレデリック・

アークムならば良くご存知です。

しかし、奴らが水だ、けを飲むと仮定してみましょう

その昧のない液体を飲み込むことによって

私を踊せると思っている愚か者たちの内の数人を

殺裁する方法がやはり見つかるだろうと思います。

水だけを飲むのならば、ちくしょうめ

(下品な言葉を使った私の怒りをお許し下さい)、

奴らに鉛の水槽から死ぬまで

飲ませてやりましょう 私にとってそれが鉛糖の

役を果たすことになるでしょうから!

より裕福な連中が、がぶ飲みにふけって

ポートワインを飲もうとするときには 貴兄が送

ってくれたブラジル木[赤色染料]を利用する

ことにしましょう O

しかし、造かに風味の強いシェリー酒を好みそうな

連中のために、

もっと多くの月桂樹の葉やスイートブライアを送っ

てもらいたいのですが!

ボトル類に対しては ご存知のように、ボトルの

内側に見事な酒あかを作るために

それらのボトルを貴兄が送ってくれた灰汁の酒石酸

カリウムにすっかりまかせているところです。

月桂樹の水、オークのおが屑、消石灰が

ブランデーとラム酒に混ぜられるのにちょうど聞に

合いました。

ピール、茶、コーヒー、ワイン、ラム、ブランデ一、

水ーー

を飲む人皆の胃袋のために、我々は用意できたと思

います。

そしてまた、私が食べる人皆の胃袋を毒することに

よって

同様の偉業をやってのけるのを貴兄は親切にも手

助けしてくださるでしょう。

明響、粘土、骨、ジャガイモが彼らのパンの中で

混ざり、

彼らが食べるグロースターチーズはその濃い赤色

を鉛丹から引き出すことになるでしょう!

しかしそのようなことを貴兄に申し上げる必要が

あるでしょうか?
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私がお粗末なヒントを差し上げなくとも貴兄は何

をなすべきか、よくご存知ですから O

貴兄は乾物屋、醸造家、パン屋に必要なものを供給し、

すると彼らが今度は葬儀屋に必要なものを供給する

のです。

追伸一一ついでながら、自由民の労働で作り上げら

れた砂糖を私に送らないよう、わが隣人である貴兄

にお願い申し上げます、もし 1ポンド分の中にもう

少し少なめに塩を混ぜ、ることができなければーーと

申しますのも、図々しくも大衆はその新しい中国産

の甘味料のあらを探そうとするのですから そし

て、たとえ聖人たち 11 の砂糖を購入することを彼

らが認めるしでも、(よろしいですか、よくお聞き

下さい)、 30%ほども認めるのはやり過ぎだと彼ら

は言うのですから。12

草々

死神

(3) rロンドンの諸改良」
不純物混和を主題とした挿絵や風刺漫画等の中でかな

り有名なもののーっと言えるのが、 1845年版の『コミッ

ク・オールマナック』の中に掲載された「ロンドンの諸

改良J(“London Improvements")である。
オールマナックとは、一年間の月日や曜日に加え、祝

祭日や行事、民衆の生活と関連の深い天候や運勢などの

予言等を盛り込んだ書籍型の暦を指し、英国では16世紀

の中葉頃から出回り始めたと言われている(松村 3)。

種々の情報を盛り込んだオールマナックが17世紀後半頃

から読み物として人気を博するようになり、すでに英国

全体で毎年50万部を超える様々なオールマナックが売ら

れていたという(松村4 コリー 23)。さらに1834年に

印紙税が廃止されると、オールマナックが以前にも増し

て続々と刊行されるようになる。『コミック・オールマ

ナック』もそうした時流に乗って1835年に創刊され、

1853年まで毎年刊行された。13 19世紀英国を代表する挿

絵・ 5風刺画家ジョージ・クルックシャンク (George
Cruickshank， 1792-1878) が月々の季節の絵(一ページ

大のエッチング図版)を、丈はヴイゼテリー (James

Henry Vizetelly， 1790-c.l838)が担当したが、ヴイゼテ

リーの死後には、サッカレー (WilliamMakepeace 

Thackeray， 1811-63)やメイビュー兄弟 (HenryMayhew， 

1812-87 ; Horace Mayhew， 1816-72) らが筆を振るった。

この本は創刊後たちまち大変な人気を博し、 1840年にサッ

カレーが伝えるところでは20万部の売れ行きを誇った

という(松村6・12; Thackeray 45)。

「ロンドンの諸改良」は、不純物混和の研究書などに

おいて、この図版だけが独立して引用されているのを見
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かける。しかし、本来は、「ロンドンの諸改良」と題し

た、 4行6連からなる韻丈の挿絵である O 一頁のほぼ上

半分をその図版が占め、その下半分をその韻文が占めて

いる(図 6)。とはいえ、この図版はその韻丈の内容を

視覚的に例解した単なるイラストではない。韻文の内容

を受けて、それを更に発展させたものとなっている。14

韻文の内容から見ていこう O 以下に試訳を掲げることに

する。

ロンドンの諸改良

せわ

「改良j、万歳! お前の忙しない手は

中庭も路地も容赦はしない。

お前には今や何物も抵抗できない。

お前は 煉瓦とモルタルにとっては手強すぎる O

お前の前に 手すりも化粧タイルも

家も往来も 無差別に倒れ、ひれ伏す。

お前は 老セント・ジャイルズをすっかり変えて

しまい、

今では セント・ポールのそばにあった彼のこと

が分かる人はほとんどいないであろう。

勇敢な指揮官、パリーとロスが

向こう見ずにも 恐るべき分厚い氷の塊を

横切ろうと

それぞれ一、二度試みたことがあった。

「行き止まり」と 「自然」が叫んだために、

ロスとパリーは故国へ退散した。

ロンドンの改良は どの袋小路もものともせずに

切り進んで行く。

客間でも、工場でも、居でも、

公共の入り口でも、個人の戸口でも

窓でさえも、その改良は立ち止まることなく

粗暴に どんどんと突き進んでいく。

改良は、また、

科学の手にふさわしい ある仕事を遂行するO

砂を砂糖樽にあけ、

かくして 砂を砂糖に変えていく。

この韻丈でまず目をひくのは比輸の多用である or改
良」も「自然」も「セント・ジャイルズjも擬人化され、

「手jが堤険としてその手の持ち主を表している O 擬人

化され、堤験的に「手」で表された「改良jの粗暴な活

動力が、第l連と第2連で情け容赦なく攻め入る軍隊の
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イメージを使って印象深く描き出されているO 第1連の

2行目で「容赦はしない」と訳した原文は“giveno 

quarter"で、本来、この“quarter"は軍隊用語で降伏者

の助命を意味する言葉である O 先述の r18世紀ロンドン

の風習の逸話集』の中で、建物の増加に伴うレンガの需

要の増加ゆえに起こっていたレンガの不純物混和のこと

が言及されていたが、 18世紀中葉の発展膨張しつつある

ロンドンを示唆する逸話であったと言える。同様に、こ

こで歌われている、「忙しない手」をして、破竹の勢い

で侵攻する「改良」の姿は、 19世紀中葉の、急速に変貌

を遂げているロンドンを示唆するものとして興味深い。

しかし、この「改良jの粗暴な軍隊は、「セント・ジャ

イルズjの変身が示唆するように、専ら利潤追求の資本

主義的合理化を目ざし、華美なうわぺに隠れて悪弊をま

き散らしていく o 1セント・ジャイルズjは、セント・

ジャイルズ・イン・ザ・フィールド教会のある地区で、

その教会の起源は1101年に創設されたハンセン病院附属

の小礼拝堂にまで遡れる。この古い歴史を持つ教区は、

18・19世紀にはロンドンの悪名高い貧民街と化し、泥棒、

娼婦、貧民たちの巣窟に変貌していた。貧困層を相手と
ンヨツプ

する多くのジン酒場があり、ホガースの『ジン横町』

(1750・51)の舞台ともなった (1ホガースのロンドンJ)015 

その版画の遠景には、韻文にも出てくる近隣のセント・

ポール教区の教会の尖塔が顔をのぞ、かせている O この版

画におどろおどろしく描き出されているジン飲酒の悪弊

を規制するため、 1736年にジンの販売を抑制する「ジン

法jが出されたが、あまり効き目はなく、その後もジン

酒場は依然として盛況を呈していた。 1830年、ジンの代

わりにビールを奨励するため、ときの政府が「ピール法」

を制定した。 2ギニーの地方税を納めていれば、誰でも

税務局からピール販売のライセンスが取得できるように

したのである O すると、ビールに対抗するため、ジン酒

場の主たちは、外観や内装に工夫を凝らし、女庖員を雇

い入れたりして屈の雰囲気を一新し、ジン酒場をジン・

パレス (gin-palace) という巨大酒場に変身させた。16 そ

の豪華な外観は周囲の貧民長屋と奇妙なコントラストを

なしたが、貧民たちにとっては魅力的な歓楽の場となっ

た (1ジン酒場繁盛記J 春山 109-12，143-44) 0 1セン
ト・ジェイムズとセント・ジャイルズjと題された当時

のストリート・パラッドにも、ジン・パレスの多さが、

以下のようにヒユーモラスに歌われている:1セント・
ジ、エイムズには一つしかパレス[宮殿]がないが、本当

に/セント・ジャイlレズには至る所にジン・パレスがあ

るJ(Ashton 400) 0 
シヴェルブシュ(WolfgangSchivelbusch)によれば、ジ

ン・パレスでカウンターが使用され始めた。カウンター

は客の流れの「交通革命jをもたらし、このカウンター

のおかげで、ジン・パレスは「ベルトコンベア方式の飲
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酒工場jとなったO ジンは何回にも分けてゆっくりと飲

むものではない。いきなりぐいとやるのがジンの飲み方

であり、その素早さは立ったままで飲むのにうってつけ

である O カウンターで立ったまま飲む、新しい飲酒形態

は、客がその居の中で過ごす時間を大幅に短縮し、飲酒

をスピードアップさせ、かくして大量の客を次から次へ

とさばくことを可能にしたのである O マンチェスターに

あったジン・パレスでは一時間に400人以上の客をさば

き、ロンドンの14の大規模なジン・パレスは一週間であ

わせて27万人もの集客を誇った。これは一つの都市の人

口に匹敵する膨大な人数である (Schivelbusch202・03; 

小林 91，94-95)。
貧民衡と化して荒廃したセント・ジャイルズのジン酒

場からジン・パレスへの変身は、見事な「改良jの一例

である O しかしその「改良」は「パレス」と銘打つては

いるが、実質はジンの悪弊をより大規模により効率よく

まき散らす「飲酒工場」に過ぎず、貧民の悲惨さを一層

募らせる結果を招くことになる O

「改良」の容赦なく侵攻する軍隊のイメージは第4連

まで続き、最終連の第5連では、「忙しない手」が行う

街路や建物等の改良にかわって、「科学の手jが行う改

良、すなわち、飲食品の不純物混和が歌われている。取

りあげられているのは、砂糖に砂を混ぜる不純物混和だ

けで、韻文はここで終わっている。

そして、この最後の一連で取りあげられていた不純物

混和の問題が、この韻文の上に掲載されている挿絵の中

でさらに展開されていく仕掛けになっているO その挿絵

には、 4人の人物が行う4種類の不純物混和が画面をほ

ぼ4等分する形で描かれているが、向かつて左側の上段

に描かれた砂糖に砂を混ぜている乾物屋の絵が第5連の

内容を例解するものとなっている。しかし、他の三つの

絵は、韻文では触れられていない不純物混和を示し、韻

文の「ロンドンの諸改良jを読み終えた読者は、この挿

絵のなかにその「ロンドンの諸改良」の続きを見ること

になる。

上段の乾物屋の右隣ではミルク売りの男がミルクを水

で薄め、 17 下段の左側ではパン屋が小麦に焼き石膏

(plωter paris) と骨紛 (bonedust) を混ぜ、その左側で

は酒屋/醸造家が「オールド・トムjというジンに硫酸

を混ぜている。 18 1オールド・トム」の背後の樽はピー

ルの樽である。その樽に刻印されている聖アンドリュー

の十字架 (x字形)は麦芽汁の強度を表し、この印が多
いほど強いピーlレであることを示している。この印は17

世紀頃から一般に使われるようになったらしいが、その

IXJがどの程度の強さを表すかの基準はないと言われ
ている(春山 40・41)0

この「ロンドンの諸改良jの頁を聞いた読者の目には、

まず挿絵が目に飛び込んでき、そしてそれからその挿絵
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図6.["ロンドンの諸改良J.

の下に載っている「ロンドンの諸改良jというタイトル

の付いた韻文に目を通すことになるであろう O その韻文

を最終連まで読み進んだ読者は、その最終連の内容が、

挿絵の上段の左側に例解されていることに気づくはずで

ある O さらに、その挿絵を、ちょうど文章を読むように、

上段の左側から右側、続いて下段の左側から右側へと見

ていった読者は、今度はその最後の絵が韻文の第2連の

内容に関連していることに気づくことになるであろう O

その絵に描かれている「オールド ・トム」は、セント ・

ジャイルズのジン酒場やジン ・パレスを連想させ、それ

らの庖で売られているジンが、この挿絵に見られるよう

に、「改良jされた品物、すなわち、不純物混和された

粗悪品であることを想起させずにはいないだろうからで

ある。それゆえ、セント ・ジャイルズは二重に「改良」

を受けていることになる。その地区のジン酒場に加えら

れた「改良jとその酒場の「オールド ・トム」に加えら

れた「改良」である O また、「改良jにより「オールド

(old)・トム」は以前のものとは似て非なる、新たな

(new)ものに変えられているといえるが、同様に、老

(old)セント ・ジャイルズも「改良j により新たな

(new)ものに「すっかり変え」られている O 挿絵の

「オールド・トムjの“old"と韻文中の「老セント・ジャ

イルズjの“old"は、単なる言葉 (字面)の上でも、

またそれぞれが「改良jを介して“new"なるものとの

対比を含意するという点でも、呼応し合い、こだまのよ

うに響き合っている O

このように、挿絵の最後の絵は韻文の第2連の内容と

呼応しあっているために、最後の絵を見終わった読者の

思いは再び韻文の内容に連れ戻され、韻文の内容を再び

思い起こすように促される。巧みに読者の読みを誘導し
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て挿絵と韻文の聞を循環させる仕掛けの妙があるといっ

てよいであろう。

挿絵と韻文の連続性のほかに、この挿絵で目に付くの

は、韻丈とは対照的に、比隙的表現を排したその直哉性

であろう 。それぞれの商人や製造人が丈字通り、彼ら自

身の「手」を働かせて不純物混和を行っている具体的な

様子が何ら比隙に頼ることなく単純明快に描き出されて

いる O とはいえ、その構図等には工夫が見られる O 四等

分された画面が対比の妙をなして構成され、この挿絵を

なかなか興味深いものにしている。

まず、商品の対比がある O 画面の向かつて左半分は砂

糖とパンという固体の商品、 右半分はミルクとアルコール

飲料という液体の商品という具合に、扱われている商品

が対比的に配されている。各人物たちの姿勢と仕草にも

巧みな対比がみてとれる O 左上の乾物屋と右下の酒屋/

醸造家はともに横向きの姿勢で注ぐ仕草をしているが、

前者は後ろ横向きの姿勢で肩に担いだものを注ぐ仕草を

しているのに対して、後者は前横向きの姿勢で脇に抱え

たものを注ぐ仕草となっている。しかもすでに述べたよ

うに、前者の注ぐ物は団体であるのに対して、後者のそ

れは液体である O かぶっている物に注目すれば、前者は

無帽、後者はハンテイングキャップらしき帽子という対

比が見てとれる O 右上のミルク売りと左下のパン屋も同

様である。ともに正面を向いた姿勢で両手で押す仕草を

しているが、前者はハットをかぶり顔をあげた姿勢で薄

ら笑いを浮かべ、腕を曲げた仕草であるのに対して、後

者はキャップをかぶり顔を伏せた姿勢で腕を伸ばした仕

草となっている O このように斜交いのもの同土が姿勢と

仕草とかぶり物の細かな点で対比的に描かれているとい

えるが、 一方、姿勢と仕草を大まかにと らえるならば、

横向きと正面の姿勢、注ぐ仕草と押す仕草という対比が

成立し、 上述の斜交いのもの同士がひとまとまりとなっ

て他の斜交いのもの同土と、いわば交差配列法的に対比

をなしている。このように、輯較した対比の網の目を通

して、個々のものの詳細が相互に類似点と相違点を映し

だし、実にヴァラエティーに富んだ構図が出来上がって

いると言ってよい。

以上見てきたように、韻文における比隙のレトリ ック

と挿絵における対比のレトリックが、この韻文と挿絵で

構成された「ロンドンの諸改良」をコミカルなものに仕

上げ、 一方、 韻文と挿絵の連続性が「改良jに対する訊

刺の効果を高めている。この「ロンドンの諸改良」はコ

ミカルな訊刺という『コミック ・オールマナック』の持

つ一つの特徴をよく示し、 i風刺作品としてかなりよくで

きたものと言えるであろう 。

調刺という点から言えば、不純物混和が描かれている

挿絵とタイトルを見ただけで、たいていの読者は即座に

そのタイトルに込められた訊刺を 「改良」とは 「改
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悪jであることをーーを読み取ったであろう。また、読

者の中には、挿絵とタイトルをみて、『ハンフリー・ク

リンカー.1 (1771)中の、プランプルによるロンドンの

「改良J(improvement)のこだまを聞き取り、その本の中
で批判されていたロンドンの様々な不純物混和を想起し

た者もいたに違いない (Smollett121 ;大嶋「不純物混

和文化史序説(2 ) J)。実際、「ロンドンの諸改良」は

『ハンフリー・クリンカー』で展開された訊刺精神ない

し批判精神を踏襲したものと見なせそうである。

韻文の第 3連に注目したい。パリー (SirWilliam 

Edward Pa町， 1790・1855) とロス (SirJohn Ro民 1777・

1856)は、北西航路の発見を目指した北極探検家である。

彼らはそれぞれ一度ならず北西航路発見の探検に乗り出

したが、この韻文で言及されているのは、ロス中佐を指

揮官、パリ一大尉を副指揮官として、イザ、ベラ号とアレ

クサンダー号の2艦を率いて行われた1818年の探検であ

ると思われる O 一行がランカスター湾に到着したとき、

指揮官であったロスは行く手を阻んでいる山々を視認し

たため、一行はランカスター海峡への侵入を諦めて引き

返した。ロスはこの山々を海軍次官にちなんで「クロー

カー山脈」と命名したが、この「クローカー山脈」は北

極特有の錯視現象によるもので、部下たちでさえもなぜ

引き返すのか理解に苦しんだという O 一行が帰国後、こ

の噂が広まり、ロスは幻の「クローカー山脈のロスjと

して物笑いの種になった(谷田23-24)0 

ロスとパリーの海軍遠征隊の侵入を阻んだ、のは「自然J
(Na旬re)であったが、「改良」の軍隊の侵攻を阻むもの

はないのであろうか。「改良jの「忙しない手」と「科

学の手jとは、挿絵に紛れもなく描き出されているよう

にそれを行う人間の手に他ならない。だとすれば、その

手の持ち主たる人間こそ、「行き止まりjと叫んで「改

良jを退散させることができることになる。ここでも、

やはり「自然」がその侵攻を止めうるのである。ただし、

その「自然jとは、人間の「自然J(nature)、すなわち、
人間性に他ならない。ロスとパリーを退散させた「自然」

(Na旬re)を介して、読者は最終的に人間の自然へと目を

向けさせられるのである O

このように、「ロンドンの諸改良」においても、『ハン

フリー・クリンカー』においてと同様、不純物混和を含

む悪しき「改良jを行う商業社会に対する批判は、それ

らの「改良jを行う行為者/主体たる人間の精神に対す

る批判となっている。薄ら笑いを浮かべながらミルクに

水を加えている悪人の姿に巧みに描き出されているよう

に、悪しき「改良」を行う者たちの人間性の堕落が最終

的には批判されているのである。その意味では、スモレッ

トも「ロンドンの諸改良jの作者(挿絵画家と韻文作者)

も共に、商業社会における人間性を訊刺するモラリスト

であったといえる O
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最後に、「ロンドンの諸改良」にもパンに「骨粉」を

混ぜるという神話が顔を出していることに目を止めてお

きたい。なお、砂糖に砂を加えるという神話もここには

登場している。この後者の神話は、やがて世紀中葉にハッ

スル (ArthurHill Hassall， 1817-94) が顕微鏡を駆使し

た分析を行い、その神話が間違いであることを明らかに

することになる。

(次号に続く)

注

*前々号の f18世紀後期から19世紀における英国の不純

物混和文化史序説(l)Jの注目において、「ジョージ・
クルックシャンクの挿絵」とあるのを「挿絵jに訂正

願います。詳しくは、本稿の注14を参照。

1 最初パルモアで、後にナポリで暮らした毒殺者。彼

女は「トファーナ水」という名で知られた秘毒の点滴

薬を、夫を換えたいと思っている女たちに恵み与えた

(ベックマン280)0

2 大嶋「不純物混和文化史序説(1 ) J : 53参照。
3 大嶋「不純物混和丈化史序説(1 ) J : 52参照。
4 1810年代末、特に1818年と1819年は、茶の不純物混

和がロンドンで問題化し、話題となった時期であったO

この時期の『タイムズ』紙 (TheTimes) には、茶の

不純物混和にまつわる記事や広告が目につく。例えば、

1818年3月5日号では、「首都の茶販売業者の10分の

9が多かれ少なかれ」不純物混和された茶を売ってい

るという警察の報告を伝えている O また、同年の11月

14日には、茶の不純物混和を訊刺したクルックシャン

クの訊刺画 (TTrade in Hot Water! Or a Pre貯 Kettle

01 F，おh)が出版されている (Co凶 344)0

5 大嶋「不純物混和丈化史序説(2 ) J : 85， 88・89参
!照。

6 大嶋「不純物混和文化史序説(1 ) J : 53 ;大嶋
「不純物混和文化史序説(2 ) J 83参照。
7 1822年に出版された第4版の「広告」には、この本

は発行後l年以内に4千部を売り上げたため、再度印

刷することになったと記されている (Accum4版 ix)0 

8 二匹の蛾が危なげに蝋燭の炎の周りを舞っているが、

その曲舵燭立ての足下には、すでにその炎の犠牲となっ

た一匹の蛾の羽が認められる O 炎の周りを舞う蛾は死

の危険を象徴している (Stieb163) 0また、砂時計と

蝋燭は伝統的にウァニタス(この世のはかなさ)の典

型的なエンプレムであるO それゆえ、背景の布地は、

はっきりしないが、単なるカーテンではなく、ウァニ

タスないしは死のエンプレムをなす経雌子ないしは棺

衣であるかもしれない。なお、スティーブ九立向かつて

右端にあるものを「生命の糧J(a staff of life) と解
しているが、どうもパンらしきものには見えない。お

そらく人間の寿命と運命を司る運命の 3女神 (Thr∞
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Fates) が紡ぎ、割り当ての長さに測り、裁断する

「生の糸J(the thread of life) を象徴する、紡がれた

糸の束ではないだろうか (Stieb163 ;“百四eFates")。

このように、この題扉の絵については不明な点がいく

つかある。ご教示いただければありがたい。

9 背景として、器の足下に墓石が器の周りには植物

(草や花あるいは蔓草)が、描かれている。描かれて

いる植物が何なのか、不明である。ご教示いただけれ

ばありがたい。ただし、西洋において植物、特に野の

植物は、聖書などを典拠として (1ヨブ記J14: 1-2、
「詩篇J90: 5・9、「イザ、ヤ書J40: 6・8)、ウァニタス

を象徴する。この図案に見られる野外の植物のモティー

フも、頭蓋骨や経惟子と同様、ウアニタスのエンプレ

ムと解せるであろう O

10 マカロックの1841年版では茶の不純物混和の記載が

かなり増補されている (629-30)。

11 1聖人たちJ(the saints)とは、奴隷制に反対し、聖
人たちと呼ばれたクラッパム派のこと O クラッパム派

は、およそ1780年から1830年頃、ロンドン交防十のクラッ

パムを中心に活動した英国国教会内福音主義者の小グ

ループで、奴隷貿易の廃止、奴隷制の廃止等を主張。

ウィリアム・ウイルノTーフォース、レズリー・スティー

ブン、ザカリ・マコーレーらが主要メンバーであった

(Altick 180; 1 Clapham SectJ) 0 

12 英国では、 1790年代初頭に奴隷制廃止を求めて、西

インドの奴隷によって作られた砂糖の不買運動が起こ

り、 1792年にピークに達したO その後、 1820年代に

日izabethHeyrickやLucyTownsendといった女性活動

家たちの働きによって、その砂糖ボイコットが復活を

みる (Hochschild324・28)01追伸」はその復活し始め
た砂糖ボイコットを示唆する内容となっているO

13 価格は当初2シリング6ペンスであった。 1848-49

年に小型化して価格も 1シリングに変更されたが、こ

の変更も期待された販売拡大にはならず、 1850年に再

び大きくして価格も 2シリング 6ペンスに戻った

(“Preliminary" )。

14 rコミック・オールマナック』は、その本のタイト
ルにたいてい「ジョージ・クルックシャンクによる12

枚の挿絵付き」と明記されているように、クルックシャ

ンクの絵を呼び物のーっとしており、実際、クルック

シャンクの絵がこのオールマナックの人気に大きな貢

献をしていた。もっともクルックシャンクの絵は必ず

しも常に12枚であったわけでない。年度によってその

絵の数は変化している(松村9-13)。後に、 2巻本と

して出版されたときには、タイトルに「ジョージ・ク

ルックシャンクとその他の画家たちによる何百もの挿

絵付き」と明記されている (TheComic Almanack) 0 

クルックシャンクのカタログ・レゾネには、「ロンド
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ンの諸改良jは挙げられていない (Cohn61) 0 1英国

の不純物混和丈化史序説(I)Jの注目において、筆
者はこの「ロンドンの諸改良」の挿絵を「ジョージ・

クルックシャンクの挿絵」と述べたが、この挿絵はク

ルックシャンクの手になるものではないようであるO

その注は訂正が必要で、ある。この場を借りて、その不

注意をお詫び申し上げる。目下のところ、筆者には

「ロンドンの諸改良jの挿絵画家と韻丈作者は不明で

ある O 今後の更なる調査が必要である O

15 この教区内のセヴン・ダイアルズ (SevenDials) 

とルッカリー (theRookery) と呼ばれた地区が、貧

民街としてロンドンで最も悪名高かった。前者は教会

近くの七差路の交差点で、泥棒や貧しい物売りたちの

住処であった。後者は教会とグレイト・ラッセル・ス

トリートの聞の地区で、そこでは4軒に l軒がジンを

売る居であったという (“St Giles in the Fields" ; 

1 SevenDialsJ 1 Gin LaneJ) 0 
16 rオックスフォード英語辞典』によれば“gin-
palace"の初出は1834年である O

17 この場合、ミルクは二重に不純物混和されているこ

とになる。すでに『ハンフリー・クリンカー』の時代

でも、ロンドンの飲料水はあらゆる種類の汚れに晒さ

れた開放導水管が供給する水、ないしはウエストミン

スターの汚物で充満したテムズ川の水で、あり、汚染が

進んでいたわけであるが (Smollett119)、19世紀前半

にこの汚染が急速に悪化していった(大嶋「英国の不

純物混和文化史序説(2 ) J : 82) 0ミルクは、すでに

不純物混和された水を使って、さらに不純物混和され

ていることになる。

18 rオックスフォード英語辞典』は“OldTom"を俗
語でジンの呼ぴ名であると説明している。その初出は

1823年である(“Tom，n.1，" OED) 0また、オールド

トムジン(オールド・トム)は「ロンドンジンに 1~

2%の砂糖を加え、わずかに甘くしたもの」であると

説明している本もある(外池 47，123 ;“Old Tom 

Gin") 0ジンを指すのかジンの一種を指すのか暖昧で

ある。デイケンズ(CharlesDickens， 1812・70)の『ボズ

のスケッチ集.1 (Sketches by Boz， 1836)の中の「ジン

酒場J(“The Gin Shop") には、「豪華なジン酒場J

(すなわち「ジン・パレスJ)の居内の側廊に置かれた

大きな酒樽には Irオールド・トム、 549.1とか『ヤン
グ・トム、 360.1とか『サムソン、 1421.1といった文

字が記されている一一数字は、どうやら容積のガロン

を示すものらしいjという記述がある(184-85)。クルッ

クシャンクによるその挿絵「ジン酒場」では「オール

ド・トム 549Jや「谷間のクリーム 360J、「へべれけ

696Jと書かれた大樽がずらりと並んでいる(図7)0

「谷間のクリーム 360J と「へべれけ 696Jは混成酒
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The Cin Shot 

図7.G.クルックシャンク、「ジン酒場J.

である(183)。クルックシャ ンクが1829年に描いた訊

刺画「ジン酒場J(“The Gin Shop")には「オールド ・

トムjと大書された棺型の大樽がこの訊刺画を見る者

の目を引く (図8)。デイケンズやクルックシャンクを

見る限り、 オールド ・トムは当時のジンの代表的な種

類であったといってよいようである。

図8.G.クルックシャンク、「ジン酒場J.(Schivelbusch 158) 
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